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第５号様式（第７条関係） 

会議録 

会 議 の 名 称 平成２６年度 清須市文化財保護審議会 

開 催 日 時 
平成２７年３月２４日（火） 

午後２時００分～３時１０分 

開 催 場 所 清洲市民センター ３階 ３０３会議室 

議 題 

１．あいさつ 

２．議題 

⑴ 平成２６年度事業報告について 

⑵ 平成２７年度事業計画について 

⑶ その他 

会 議 資 料 

・会議次第 

・資料１ 平成２６年度事業報告について 

・資料２ 平成２７年度事業計画について 

・資料３ 清須市文化財関係等一覧表 

公開・非公開の別 

(非公開の場合はその理由) 
公開 

傍 聴 人 の 数 

(公開した場合) 
０人 

出 席 委 員 
後藤委員、箕浦委員、加藤（富）委員、櫛田委員、 

水野委員、津田委員、加藤（安）委員 

欠 席 委 員 石黒委員 

出 席 者 （ 市 ） 齊藤教育長、櫻井教育部長 

事 務 局 

（教育部生涯学習課） 

栗本課長、近藤係長、柴垣主任主査、小出歴史文化

振興嘱託員、前田歴史文化振興嘱託員 

会 議 の 経 過 

１．あいさつ 

後藤委員長あいさつ 

教育長あいさつ 

 

２．議題《意見の要旨》 

⑴ 平成２６年度事業報告について 

事務局より、別紙資料１、３に基づき文化財保護に関する平成２６年度の事

業報告について説明。 
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  ○委員 埋蔵文化財の関係で、９３条の届出についてどこの遺跡が多いのか、

また９４条の通知についてはどのような案件があるか。 

  ●事務局 ９３条の件については清洲城下町遺跡・土田遺跡がほとんどで、少

し朝日遺跡があるということになっております。ほとんどは住宅新築・建替、

電柱、ガス等の工事に起因するものです。９４条については水道管・下水道

管の埋設に伴うものです。一件朝日遺跡の方で雨水管の埋設工事がありまし

たが、遺跡の縁辺部にあたり、県と協議し工事立会の扱いとなっております。

状況的には集落のはずれの湿地堆積のような状況が確認できました。 

  ○委員 そうした工事立会の中で実際に遺物等が出土するケースは多いのか。 

  ●事務局 住宅の基礎や、一般的な水道管等の掘削の深さでは遺構面に到達す

るケースは少ない。ただ約１．８ｍ程度掘削する浄化槽の深さになると、土

器などが出土するケースはあります。 

  ○委員 年間１００件を超える届出の中でかなりの箇所で遺物などが出土し

たということではない？ 

  ●事務局 全部が全部というわけではありません。実際に遺構や遺物が確認さ

れたのは年間数件のレベルになります。 

  ○委員 届出に対する取扱いについては、ほとんど工事立会なのか、あるいは

工事内容によって慎重工事があるのか。 

  ●事務局 浄化槽があれば工事立会。掘削が浅ければ慎重工事の取扱いのもの

もあります。 

  ○委員 今年度については発掘調査に至る開発がなかったということか。 

  ●事務局 そうです。 

  ○委員 杮経については４か年計画で保存処理実施とのことだが、４年で終わ

るのか。 

  ●事務局 全部で約７００片の保存処理を予定しており、１・２年目が約１７

０片ずつ、３・４年目で約１８０片ずつで合計約７００片を予定し、現在２

年目までの分が予定どおり進んでいます。２８年度で終了予定です。 

  ○委員 市指定文化財補助について金額的部分について教えていただきたい。 

  ●事務局 通常、修理補助として１，０００万（総額で）、管理補助として１

件３０，０００円×１８件、公開補助として１件１０万円×６件を予算計上

しております。 

  ○委員 修理補助については普段は市指定文化財の山車に交付していると思

うが、それ以外の市指定文化財に対してはどうか 

  ●事務局 交付は可能ですが、実績としては今のところ申請されたケースがな

いないのでありません。 
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  ○委員 貝殻山貝塚の整備が話題になっているが、その辺との関連性は。 

  ●事務局 愛知県の方から貝殻山貝塚資料館についての整備が発表されてい

ますが、県により２７年度から有識者会議を設置し、基本計画等検討してい

くということで、その会議には市教育長が出席ということで検討されており

ます。また地域づくりの観点から県、名古屋市、清須市の観光及び文化財保

護の担当者による会議が設置されることになっており、ハード面は県が、ソ

フト面は、清須市や名古屋市が協力してやっていくという方向性で進めてい

きます。 

 

⑵ 平成２７年度事業計画について 

事務局より、別紙資料２に基づき文化財保護に関する平成２７年度の事業計

画について説明を行った。 

  ○委員 文化財講座の受付の状況は。 

  ●事務局 一応、定員４０名としておりますが、実態としてはもう少し申込み

の受付はしており希望者全員受け入れておりましたが、２６年度については

申込みが予想外に多く、部屋のキャパを超える申込みがあり、先着順という

ことから数名お断りをさせていただきました。 

  ○委員 文化財講座は毎回同じ方が受講されるのか。 

  ●事務局 ４回１シリーズで講座を開設しているので、基本的には毎回同じ方

が受講されています。 

  ○委員 文化財講演会については未定ということだが。 

  ●事務局 検討中でございます。どなたかいい方がいらっしゃれば後日で結構

ですので、是非教えていただければと思います。 

  ○ 以前タクシーの運転手から、いつの話かはわからないが、貝殻山貝塚資料

館に遠方から来た方が、資料館や朝日遺跡の状況をみてがっかりしていった

という話を聞いた。県の事業になってくるかとは思うが、今から少しづつで

も資料館の展示など充実させるようにしていって欲しい。 

  ●教育長 県の新館計画が平成１０年頃に凍結となりました。その後市として

も、国・県に再び計画が動きだすよう働きかけをしていたが、県の方で２７

年度から整備に向けて検討していく方向性となり、今後市としましても様々

な協力・要望など頑張って行っていきたいと思っております。 

  ○委員 機会が巡ってきたということで、是非、清須市も強力に要望活動等行

っていただきたいと思います。 

   

⑶ その他 
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  ○はるひ美術館企画展「清須市第８回はるひ絵画トリエンナーレ」をＰＲ。 

  ○山車まつりネットワーク事業について説明 

   ・山車、鉾、屋台行事が世界遺産の候補となり、愛知県内５件の山車行事が

その対象となっており、観光資源の観点から、関連する保存団体・市町村

で構成されるネットワークづくりについて愛知県より発案されたもの。 

   ・それに伴い協議会が設置される予定だが、既存の愛知山車まつり保存協議

会の幹事団体及びそれに含まれない世界遺産候補物件のある２団体が幹

事となって協議会を設立する予定。 

   ・秋に協議会設立総会とイベント実施し、周年で記念事業を実施していく。 

   ・西枇杷島町山車保存会会長が幹事となる。 

 

閉会 

 

会 議 の 結 果 審議に関する事項はなし 

問 い 合 わ せ 先 教育部生涯学習課 

０５２－４０９－６４７１（清洲市民センター） 

 


